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　b越zるこ≧も考えられる。それで歪一張力の闘係は訂

　逮ではなくな．り弾性鍛効以外の塑性クリープも現れる。

一大きい荷重の下でのクリPプでは相當大きな臨力をもつ

　局部的敏陥でも轄位は外慮力によつてこれを乗り越赴る

　ので，初めに粟り越えた懸力中心を張力の作用および熱

　振動の影響とだけでは越えることab：’t’きなくなり，その

　結果圓復理象が少くなると考えられる。また外懸力が大

　きい場合には蝉位な第14’圃のように障害物の間で切れ

　　　　　　　　ズ　　　第　14　圖

　L・でその一部分を障害物のまわりに小輪形轄位として留

　　　め，残吟はまtt一つの線繭位として進み攣形は引績き起

　　　る。そしてこめ場合には障害物のまわりに韓位は次第に

　　　．密になるゐで次に績く鱒位に封する障壁の高さは吹第に

　　　蜜し歪硬化が起る。また荷重を取去つても障壁のまわり

　　　の難糠騨撒ないので回後は現れなv・。この種哩

　　　形を起し初める外鷹力を降伏貼翼とするとその大さは弐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　のように求めることができる。障害物聞の距離をPとし

　　　鞠位線はその曲牽牛裡がρ12になれば切れるものとする

　　　’≧

　　　　　　　　　　　　　Y＝＝vd／D
r

一　　となる。2）これは結晶粒が細かくなつて結晶粒界のよう

　　　、な楕子不規則鮎が多くなるとか，または不純物が多くな

　　　・るとPが小さ．くなるので降伏lanよthくなる事實と一致す

　　　るoまtc　Orowanはこの考えでオーヴァーエージングに

　　　よる合金の軟化を説舅しているo

　　　　初期クリープについてめ荷重と回復および不純物の混

　　：入度との關漣に闘してなお蜜験と籔量的解析を進めつつ

　　　ある。

　　　　（2）疲勢融壌　　．　　　　　　．　　’

　　　　荷重が降伏鮎を越えると前節で述べたようにポテソシ

　　　ャル障害を申心に鱒位は輪朕に集積し次第に歪硬化が起

　　　る。しかし繰返し荷重試瞼では相次ぐ荷重は反鍔向’きに

　　　かかるので、轄位の移鋤は向きを塑えるのでBausch－

　　　inger’効果により歪硬化に起らぬ。從つて障害のまわり

　　　の轄位の築積は引績き屠加する。このときi番目O’ng位

　　　娘轍に翻a）・rkのからkO　lぼ｝九外懸力ののおよぼ

　　　ナカおよび障害物のおよぼナカをそれぞi’L　fik，細およ

　　　びFiとすると準衡状件から

　　　　　　　　　　　kt・n
　　　　　’　　　　面十Σfik’十．Fi’＝0　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　k＝1

ま＃障害物の受けるカFは一ΣFiであb，．fik＝一ノin・

猷り K加゜であるから

三、
腎

1

　　　　　　　　　　　　　　　坐　薩　研　究

　　　　　　　　　F＝nAd

となる。從つて轄位線の集積し九殿では小さな外懸力で

も大きな懸力が働き破襲が初まる。

．第誌暇（a）は疲勢破壌部より逡い部分，（b）はその

すぐ近傍の電子顯微鏡窩箕であつて上述の撃動を物語つ．」

ているものと考える㌔

第15圃　（a）

第15圖　（b）

　塑性製膨に鮒する興昧ある問題がこの研究室で他に＝；

三取扱われているが，それ等に關しては標題をあらため・

て紹介することにして筆をおく。（26」2．20）
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